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(57)【要約】
【課題】床剛性の低下を抑えつつ床衝撃音を緩和させる
床構造及び床支持具を提供することを課題とする。
【解決手段】本発明に係る床構造１０には、床スラブ１
４と、床スラブ１４から上方に離間して配置された上床
材１４Ｃと、床スラブ１４上に支持された床支持具１６
とが設けられている。床支持具１６は、床スラブ１４に
支えられた第１クッションゴム１８と、第１クッション
ゴム１８に支えられ、第１クッションゴム１８よりも低
弾性率である第２クッションゴム１９と、第２クッショ
ンゴム１９に支えられている中間受け部材２０と、中間
受け部材２０にネジで螺合され上床材１４Ｃを支持する
支持ボルト２２と、を有する。そして、第２クッション
ゴム１９が上下方向に押圧力を受けたときに逃げ変形し
て入り込む空洞部１８Ｈが第２クッションゴム１９の水
平方向外側（外周側）に形成されるように、第１クッシ
ョンゴム１８の寸法が予め決められている。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　床スラブと、
　前記床スラブから上方に離間して配置された床材と、
　前記床材を支える床材支持部と、
　前記床材支持部を支える弾性支持部と、
　を備え、
　前記弾性支持部は、
　第１弾性部材と、
　前記第１弾性部材よりも低弾性率で、前記床材支持部と前記床材との間に少なくとも一
部が配置され、かつ、前記床スラブと前記床材との間隔が狭まるときに一部が逃げ変形す
るように配置された第２弾性部材と、
　を有する床構造。
【請求項２】
　第２弾性部材が前記逃げ変形時に進入可能な空洞部を前記第１弾性部材に設けた、請求
項１に記載の床構造。
【請求項３】
　前記第１弾性部材を構成する薄厚部を前記第２弾性部材の側方側に形成し、前記第２弾
性部材の前記逃げ変形時に前記第２弾性部材と前記薄厚部とが側方にはみ出す、請求項１
に記載の床構造。
【請求項４】
　前記第２弾性部材に上方から当接して支えられる当接部が前記床材支持部に形成されて
いる、請求項１～３のうち何れか１項に記載の床構造。
【請求項５】
　前記床材支持部に支えられた第３弾性部材と、
　前記第３弾性部材で支えられた質量体と、
　を備えた、請求項１～４のうち何れか１項に記載の床構造。
【請求項６】
　床スラブから上方に離間して配置された床材を支える床材支持部と、
　前記床材支持部を支える弾性支持部と、
　を備え、
　前記弾性支持部は、
　第１弾性部材と、
　前記第１弾性部材よりも低弾性率で、前記床材支持部と前記床材との間に少なくとも一
部が配置され、かつ、前記床スラブと前記床材との間隔が狭まるときに一部が逃げ変形す
るように配置された第２弾性部材と、
　を有する床支持具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、二重床とされた床構造及び床支持具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　床構造においては、床衝撃音の遮断性能を向上させるために、支持部材を介して床基盤
上から所定の高さに床を設ける二重床構造とする場合がある（例えば特許文献１、２参照
）。
　このような二重床構造では、支持部材に制振材を設けて床衝撃音を緩和させることが行
われている。
【特許文献１】特開２００１－４９８４３号公報
【特許文献２】特開２００７－０４０９９３号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、このように制振材を設ける従来の床構造では、床衝撃音を低下させる構造に
すると床剛性が低下し易い。従って、床衝撃音の緩和と床剛性とは二律背反の関係にある
。
　本発明は、上記事実を考慮して、床剛性の低下を抑えつつ床衝撃音を緩和させる床構造
及び床支持具を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　請求項１に記載の発明は、床スラブと、前記床スラブから上方に離間して配置された床
材と、前記床材を支える床材支持部と、前記床材支持部を支える弾性支持部と、を備え、
前記弾性支持部は、第１弾性部材と、前記第１弾性部材よりも低弾性率で、前記床材支持
部と前記床材との間に少なくとも一部が配置され、かつ、前記床スラブと前記床材との間
隔が狭まるときに一部が逃げ変形するように配置された第２弾性部材と、を有する。
【０００５】
　請求項１に記載の発明では、床衝撃音を発生させるような瞬時にかかる荷重が床材に加
えられたときには、第２弾性部材の一部が逃げ変形をすることにより床材の変位量を大き
くとることができる。従って、衝撃が緩和され、床衝撃音が大きく低下する。
【０００６】
　また、大重量や長期の荷重が床材に加えられたときには、第２弾性部材の一部がこのよ
うな逃げる変形をした後、第１弾性部材と第２弾性部材との両者が弾性部材として作用す
るので、ある程度の高弾性率を有する弾性部材として作用することになる。すなわち、床
剛性が高い状態になるので、重量物が床上に載置されても床材の撓みを抑えることができ
る。
　第１弾性部材、第２弾性部材はゴムであることが多い。このゴムは固体ゴムであっても
よいし液体ゴムであってもよい。
【０００７】
　請求項２に記載の発明は、第２弾性部材が前記逃げ変形時に進入可能な空洞部を前記第
１弾性部材に設けている。
　請求項２に記載の発明では、第２弾性部材の一部が逃げ変形して空洞部に進入した後、
第１弾性部材と第２弾性部材との両者が弾性部材として作用する。なお、空洞部が外部空
間と連通していてもよい。
【０００８】
　請求項３に記載の発明は、前記第１弾性部材を構成する薄厚部を前記第２弾性部材の側
方側に形成し、前記第２弾性部材の前記逃げ変形時に前記第２弾性部材と前記薄厚部とが
側方にはみ出す。
　請求項３に記載の発明では、第２弾性部材と薄厚部とが側方にはみ出した後、第１弾性
部材と第２弾性部材との両者が弾性部材として作用する。
【０００９】
　請求項４に記載の発明は、前記第２弾性部材に上方から当接して支えられる当接部が前
記床材支持部に形成されている。
　請求項４に記載の発明では、床材に荷重が加えられた際に当接部が第２弾性部材を押圧
して第２弾性部材が変形する。
【００１０】
　請求項５に記載の発明は、前記床材支持部に支えられた第３弾性部材と、前記第３弾性
部材で支えられた質量体と、を備えている。
　請求項５に記載の発明では、床衝撃音の振動は、床材から床材支持部を介して第３弾性
部材に伝わる。これによって、第３弾性部材が弾性変形し、質量体が上下動することで振
動を減衰する。
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【００１１】
　請求項６に記載の発明は、床スラブから上方に離間して配置された床材を支える床材支
持部と、前記床材支持部を支える弾性支持部と、を備え、前記弾性支持部は、第１弾性部
材と、前記第１弾性部材よりも低弾性率で、前記床材支持部と前記床材との間に少なくと
も一部が配置され、かつ、前記床スラブと前記床材との間隔が狭まるときに一部が逃げ変
形するように配置された第２弾性部材と、を有する。
【００１２】
　請求項６に記載の発明では、床衝撃音を発生させるような瞬時にかかる荷重が床材に加
えられたときには、第２弾性部材の一部が逃げ変形をすることにより床材の変位量を大き
くとることができる。従って、衝撃が緩和され、床衝撃音が大きく低下する。
【００１３】
　また、大重量や長期の荷重が床材に加えられたときには、第２弾性部材の一部がこのよ
うな逃げる変形をした後、第１弾性部材と第２弾性部材との両者が弾性部材として作用す
るので、ある程度の高弾性率を有する弾性部材として作用することになる。すなわち、床
剛性が高い状態になるので、重量物が床上に載置されても床材の撓みを抑えることができ
る。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、床剛性の低下を抑えつつ床衝撃音を緩和させる床構造及び床支持具と
することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、実施形態を挙げ、添付図面を用いて本発明の実施の形態について説明する。なお
、図中の矢印ＵＰは床構造における上方向を示す。また、第２実施形態以下では、既に説
明した構成要素と同様のものには同じ符号を付して、その説明を省略する。
【００１６】
 ［第１実施形態］
　まず、第１実施形態について説明する。
　（第１実施形態の構成）
　図１に示すように、本実施形態に係る床構造１０は、床スラブ１２と、床スラブ１２か
ら上方に離間して配置された上床材１４と、床スラブ１２上に支持され、上床材１４を支
える床支持具１６と、で構成される。
【００１７】
　この床構造１０は、主に集合住宅に用いられる二重床（乾式遮音二重床）の構造であり
、上階で発せられて階下に伝播する床衝撃音（歩行音、物の落下音、子供の飛び跳ね等）
を低減させるための構造である。
【００１８】
　床構造１０は、躯体床となるコンクリート製の床スラブ１２と上床材１４との間に、所
定の間隔で複数本並べられた床支持具１６を介在させており、床支持具１６の介在によっ
て床スラブ１２と上床材１４との間に空間を形成して遮音効果を得る状態としている。
　なお、本実施形態の上床材１４は、ベースパネル１４Ｂを平面状に敷き並べつつ受け材
１４Ａで連結し、更に、仕上げ材１４Ｃをベースパネル１４Ｂの上に敷いた積層構造とな
っている。ここで、仕上げ材１４Ｃを除いた上床材１４（ベースパネル１４Ｂ及び受け材
１４Ａ）、及び、床支持具１６が床下地材である。
【００１９】
　図２、図３に示されるように、床支持具１６は、床スラブ１２上に配置される第１弾性
部材としての第１クッションゴム１８を備える。第１クッションゴム１８は、上方から下
方にかけて徐々に広がる外形とされている。
【００２０】
　この第１クッションゴム１８には、上側から第１クッションゴム１８の途中まで空洞が
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形成されている。そして、この空洞には、第１クッションゴム１８に支えられる中空円盤
状の第２クッションゴム１９が配置されている。第２クッションゴム１９の弾性率は第１
クッションゴム１８よりも低弾性率とされている。第１クッションゴム１８と第２クッシ
ョンゴム１９との境界面には、ゴム同士が互いに滑りやすいように表面処理がなされてい
る。
【００２１】
　また、床支持具１６には、第２クッションゴム１９に上方から当接する中間受け部材２
０が設けられており、中間受け部材２０の下半部がこの空洞内に位置している。
　更に、図３（Ａ）に示すように、第２クッションゴム１９が押圧力を受けたときに変形
して入り込む空洞部１８Ｈが第２クッションゴム１９の水平方向外側（外周側）に形成さ
れるように、第１クッションゴム１８に形成された上記空洞の寸法が予め決められている
。
【００２２】
　中間受け部材２０は、短円柱状の下半部２０Ｌと、下半部２０Ｌよりも径が大きい短円
柱状の上半部２０Ｕとで構成される。下半部２０Ｌは、上述したように第２クッションゴ
ム１９で支えられており、上半部２０Ｕは第１クッションゴム１８で支えられている。
【００２３】
　そして、床支持具１６には、第１クッションゴム１８、第２クッションゴム１９、及び
、中間受け部材２０の中央位置を上下方向に貫通する貫通孔が形成されている。中間受け
部材２０の貫通孔壁２０Ａには雌ネジが形成されており、中間受け部材２０のこの雌ネジ
に螺合する支持ボルト２２が直立状態で設けられている。この構成により、支持ボルト２
２と中間受け部材２０とによって床材支持部が形成されている。
【００２４】
　支持ボルト２２は、床スラブ１２と反対方向へ延びて、パネル受け部材２４を介して上
床材１４を支持するようになっている。パネル受け部材２４は、円筒状とされて一方開口
部から外側へ向けて突き出した鍔部２４Ａを備える。パネル受け部材２４の円筒部２４Ｂ
は、受け材１４Ａの貫通孔１５Ａ内に挿入されて固着され、鍔部２４Ａの上面（上床材１
４側へ向けられた面）が受け材１４Ａの下面（床スラブ１２と対向する側の面）に固着さ
れる。パネル受け部材２４の円筒部内周面には、雌ネジ部２４Ｃが形成され、この雌ネジ
部２４Ｃには、支持ボルト２２の軸部に形成された雄ネジ部２２Ｂが螺合される。これら
により、上床材１４は、床スラブ１２との間に間隔をもって配置される。
【００２５】
　（作用、効果）
　次に、本実施形態の作用、効果を説明する。
　床衝撃音を発生させるような瞬時にかかる比較的小さい荷重が上床材１４に加えられた
ときには、支持ボルト２２、中間受け部材２０を介して第２クッションゴム１９に荷重が
かかり、図３（Ｂ）に示すように、第２クッションゴム１９が弾性変形して第１クッショ
ンゴム１８と第２クッションゴム１９との間隔が縮まる。第２クッションゴム１９のこの
弾性変形では、空洞部１８Ｈに第２クッションゴム１９が進入する逃げ変形をする。この
逃げ変形では低弾性率部材である第２クッションゴム１９の弾性率で変形するので、第１
クッションゴム１８と第２クッションゴム１９との間隔が大きく縮む。従って、衝撃が緩
和、すなわち床衝撃音が緩和される。
【００２６】
　一方、大重量や長期の荷重が床材に加えられたときには、まず空洞部１８Ｈが第２クッ
ションゴム１９で埋まり、第２クッションゴム１９がそれ以上に空洞部１８Ｈに進入でき
なくなると、第１クッションゴム１８と第２クッションゴム１９とが一体的に弾性変形す
る。ここで、第１クッションゴム１８と第２クッションゴム１９とが一体的に弾性変形す
る場合には、第１クッションゴム１８と第２クッションゴム１９との両者による合成クッ
ションゴムとしての弾性率で変形する。そして、本実施形態では、第１クッションゴム１
８ほうが第２クッションゴム１９に比べて体積が遥かに多いので、第１クッションゴム１
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８の弾性率が大きく寄与する。従って、床衝撃音を発生させるような瞬時にかかる比較的
小さい荷重が上床材１４に加えられたときに比べ、高弾性率で変形する。すなわち、床剛
性が高い状態になるので、重量物が床上に載置されても床材の撓みを抑えることができる
。
【００２７】
 ［第２実施形態］
　次に、第２実施形態について説明する。図４に示すように、本実施形態に係る床構造３
０には、第１実施形態に比べ、床支持具１６に代えて床支持具３６が設けられている。
【００２８】
　本実施形態に係る床支持具３６は、床スラブ１２上に配置される第１弾性部材としての
第１クッションゴム３８を備える。第１クッションゴム３８の外形は円柱状である。
　この第１クッションゴム３８には、上側から第１クッションゴム３８の途中まで空洞が
形成されている。そして、この空洞には、第１クッションゴム３８に支えられる第２クッ
ションゴム３９で埋められている。第２クッションゴム３９の弾性率は第１クッションゴ
ム３８よりも低弾性率とされている。
【００２９】
　第２クッションゴム３９は、第１クッションゴム３８に比べて外径が小さい短円柱状の
下半部３９Ｌと、下半部３９Ｌよりも外径が小さい短円柱状の上半部３９Ｕとで構成され
ている。この構成により、下半部３９Ｌの外周側には、第１クッションゴム３８を構成す
る薄厚部３８Ｓが形成されている。そして、第１クッションゴム３８及び第２クッション
ゴム３９を平面視すると、中心側に第２クッションゴム３９が位置し、その外周側に第１
クッションゴム３８が位置している。
【００３０】
　第１クッションゴム３８及び第２クッションゴム３９には、中央位置を上下方向に貫通
する貫通孔３７が形成されている。そして、床支持具３６には、第１クッションゴム３８
及び第２クッションゴム３９の上面側に当接して支えられる中間受け部材４０と、中間受
け部材４０に固着或いはネジで螺合されて貫通孔３７に挿入されて直立状態となっている
支持ボルト４２と、が設けられている。この構成により、支持ボルト４２と中間受け部材
４０とによって床材支持部が形成されている。
【００３１】
　支持ボルト４２と同様、支持ボルト４２は、床スラブ１２と反対方向へ延びて、パネル
受け部材２４を介して上床材１４を支持するようになっている。
【００３２】
　本実施形態では、床衝撃音を発生させるような瞬時にかかる比較的小さい荷重が上床材
１４に加えられたときには、支持ボルト４２、中間受け部材４０を介して第１クッション
ゴム３８及び第２クッションゴム３９に荷重がかかる。そして、図４（Ｂ）に示すように
、第２クッションゴム３９が弾性変形して上下方向の厚みが縮まるとともに側方（水平方
向外側）へ張り出す逃げ変形をする。この逃げ変形に伴って、薄厚部３８Ｓが第２クッシ
ョンゴム３９に押圧されて側方に張り出す。この変形では低弾性率部材である第２クッシ
ョンゴム３９の弾性率で変形するので、第１クッションゴム３８及び第２クッションゴム
３９の上下方向長さが大きく縮む。従って、衝撃が緩和、すなわち床衝撃音が緩和される
。
【００３３】
　また、本実施形態では、中間受け部材４０は、中心側で第２クッションゴム３９に支え
られ外周側で第１クッションゴム３８に支えられている。従って、このような瞬時の荷重
が加えられた際、支持ボルト４２が位置する中心側が撓み易いので、この効果が更に顕著
となる。
【００３４】
　一方、大重量や長期の荷重が床材に加えられたときには、第２クッションゴム３９が弾
性変形して上下方向の厚みが縮まり、薄厚部３８Ｓが第２クッションゴム３９に押圧され
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て側方に所定長さ張り出した後、第１クッションゴム３８と第２クッションゴム３９とが
一体的に弾性変形する。ここで、第１クッションゴム３８と第２クッションゴム３９とが
一体的に弾性変形する場合には、第１クッションゴム３８と第２クッションゴム３９との
両者が寄与した弾性率で変形する。そして、本実施形態では、第１クッションゴム３８ほ
うが第２クッションゴム３９に比べて体積が遥かに多いので、第１クッションゴム３８の
弾性率が大きく寄与する。従って、床衝撃音を発生させるような瞬時にかかる比較的小さ
い荷重が上床材１４に加えられたときに比べ、高弾性率で変形する。すなわち、床剛性が
高い状態になるので、重量物が床上に載置されても床材の撓みを抑えることができる。
【００３５】
　なお、第１クッションゴム３８に薄厚部３８Ｓを形成せずに、第２クッションゴム３９
が外部空間に露出する構成としてもよい。
【００３６】
 ［第３実施形態］
　次に、第３実施形態について説明する。図５に示すように、本実施形態に係る床構造５
０には、第１実施形態に比べ、中間受け部材２０の上側に、ゴム製のクッション台座５２
と、質量体５４とが更に順次設けられている。
【００３７】
　クッション台座５２は、例えば下面が中間受け部材２０に接着剤で固着されている。ク
ッション台座５２は、円筒状とされて中央に挿入孔５２Ａが形成されており、この挿入孔
５２Ａに支持ボルト２２が挿入された状態となっている。クッション台座５２は、上床材
１４からの振動を減衰させるために、中間受け部材２０を介して支持ボルト２２に支持さ
れるものであり、軟質ゴムで構成されて弾性変形可能とされる。
【００３８】
　クッション台座５２の上面には、質量体５４が接着剤等によって固着されており、中間
受け部材２０、クッション台座５２及び質量体５４は、一体化している。また、質量体５
４によって、クッション台座５２には圧縮方向の荷重が作用している。質量体５４は、円
筒状とされて中央に挿入孔５４Ａが形成されており、この挿入孔５４Ａに支持ボルト２２
が挿入された状態となっている。質量体５４は、クッション台座５２に支持されることで
クッション台座５２の弾性変形によって変位して上床材１４からの振動を減衰させるよう
になっている。
【００３９】
　これにより、クッション台座５２及び質量体５４は、上床材１４から床スラブ１２への
振動に対して動吸振器として機能する。図６には、動吸振器を有する振動系モデル図が示
されている。図中の主系は、基本床構造（本実施形態のクッション台座５２及び質量体５
４を除いた構造）に対応し、主系のバネ（Ｋ）は、基本床構造の弾性体（本実施形態では
第１クッションゴム１８及び第２クッションゴム１９）、主系の抵抗（Ｃ）は、基本床構
造の弾性体（本実施形態では第１クッションゴム１８及び第２クッションゴム１９）、主
系の質量（Ｍ）は、基本床構造の質量にそれぞれ対応する。また、補助系のバネ（ｋ）は
、動吸振器のバネ（本実施形態では、クッション台座５２）、補助系の抵抗（ｃ）は、動
吸振器の抵抗（本実施形態では、クッション台座５２）、補助系の質量（ｍ）は、動吸振
器の質量にそれぞれ対応する。
【００４０】
　上階で発せられた床衝撃音（例えば、歩行音等）の振動は、上床材１４からパネル受け
部材２４、支持ボルト２２、及び、中間受け部材２０を介してクッション台座５２へ伝わ
る。これによって、クッション台座５２が弾性変形し、質量体５４が振動を吸収するよう
に上下動することで、振動を減衰する。
【００４１】
　ここで、クッション台座５２は、支持ボルト２２を囲んで配置されているため、支持ボ
ルト２２に沿って弾性変形することになり、また、質量体５４も支持ボルト２２を囲んで
配置されているため、支持ボルト２２に沿って移動することになるので、動吸振の作用が
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安定する。
【００４２】
　また、中間受け部材２０にクッション台座５２が固着され、クッション台座５２に質量
体５４が固着されているので、例えば、振動によって質量体５４がクッション台座５２か
ら浮く等のような無駄な移動を抑えられ、また、質量体５４の移動を振動周期に追従させ
易くなるので、動吸振効果を高めることができる。
【００４３】
　減衰された振動は、第２クッションゴム１９、更には第１クッションゴム１８によって
減衰されて床スラブ１２へ伝わる。このため、床衝撃音が良好に遮断される。
【００４４】
　また、本実施形態では、第１クッションゴム１８及び第２クッションゴム１９を備えた
第１実施形態に係る床支持具３６に、更に、このような質量体５４をダイナミックダンパ
として作用するにように設けているので、ダイナミックダンパだけでは吸収しきれなかっ
た衝撃までも瞬時に吸収することができる。
【００４５】
　そして、このような効果が得られることで、上床材１４の厚みを低減することが可能に
なり、上床材１４の重量低減にも寄与する。
【００４６】
　以上、実施形態を挙げて本発明の実施の形態を説明したが、これらの実施形態は一例で
あり、要旨を逸脱しない範囲内で種々変更して実施できる。
　例えば、第１～第３実施形態では、低弾性率である第２クッションゴムに中間受け部材
が直接に当接して荷重が加えられているが、第１クッションゴムを介して第２クッション
ゴムに荷重が加えられる構成にしてもよい。
　また、第２クッションゴムが密封される構成にする場合には、第２クッションゴムを液
状ゴムで構成してもよい。更に、第２クッションゴムが固体である場合には第２クッショ
ンゴムが密封されない構成であってもよい。
　また、中間受け部材は、金属に限らずプラスチック部材で構成されていてもよい。また
、中間受け部材と支持ボルトとにネジが形成されていなくて相互に固着されて一体化され
た構成であってもよい。
　また、本発明の権利範囲がこれらの実施形態に限定されないことは言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】第１実施形態に係る床構造及び床支持具の縦断面を示す断面図である。
【図２】第１実施形態に係る床支持具の断面図である。
【図３】図３（Ａ）及び（Ｂ）は、それぞれ、第１実施形態で、荷重が加えられていない
とき、及び、荷重が加えられたときを示す床支持具の部分拡大断面図である。
【図４】図４（Ａ）及び（Ｂ）は、それぞれ、第２実施形態で、荷重が加えられていない
とき、及び、荷重が加えられたときを示す床支持具の部分拡大断面図である。
【図５】第３実施形態に係る床支持具の部分拡大断面図である。
【図６】第３実施形態で、振動減衰の原理を説明する説明図である。
【符号の説明】
【００４８】
１０　床構造
１２　床スラブ
１４　上床材（床材）
１６　床支持具
１８　第１クッションゴム（第１弾性部材、弾性支持部）
１９　第２クッションゴム（第２弾性部材、弾性支持部）
２０　中間受け部材（床材支持部）
１８Ｈ　空洞部
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２２　支持ボルト（床材支持部）
３０　床構造
３６　床支持具
３８　第１クッションゴム（第１弾性部材、弾性支持部）
３９　第２クッションゴム（第２弾性部材、弾性支持部）
４０　中間受け部材（床材支持部）
４２　支持ボルト（床材支持部）
３８Ｓ　薄厚部
５２　クッション台座（第３弾性部材）
５４　質量体

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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